
（両事業共通）
	
	質問
	回答

	１
	再委託について、業務の主要な部分および契約金額の相当部分の再委託は承認しないとあるが、業務範囲上、１者での提案が難しい場合は、２者以上の連名で応募することは可能か。
	公募要領２ページ「３公募参加資格」に記載のとおり、要件をすべて満たす者であれば単独、複数の者による共同企業体どちらでも応募いただくことは可能です。


（高校生等海外進学支援事業）
	
	質問
	回答

	１
	2022年度プログラムの実施スケジュールを教えていただきたい。

	2022年度仕様書別紙５ページ「３プログラムの実施」に記載のとおり実施しました。
【（参考）2022年度実施スケジュール】

・5月８日(日)　入塾式

・5月～7月(毎週日曜日)　海外進学準備講座

・7月24日(日)　前期成果発表会

・7月30日(土)～8月９日(火)　 
英国リーズ大学にて短期留学
・8月21日(日)　短期留学報告会

・9月～2023年１月(隔週日曜日)　海外大学受験講座
・2023年２月12日（日）
成果発表会及び修了証書授与式
なお、2022年度受託事業者募集にかかる仕様書等については、以下の大阪府国際課ホームページを参照ください。
https://www.pref.osaka.lg.jp/kanko/proposal22/index.html

	２
	2022年度プログラム実施にかかるクラス編成及び実施形態（対面又はオンライン）を教えていただきたい。
	2022年度仕様書別紙５ページ３（１）「②クラス編成について」に記載のとおり、1クラス12、13名程度の4クラスで、対面で実施しました。

	3
	2022年度も同様に「ア」から「カ」のカリキュラムを実施したかを確認するため、2022年度のカリキュラムを教えていただきたい。
	2022年度も同様に、仕様書４ページ ９「（４）カリキュラム」に記載のカリキュラムを実施しましたが、2022年度は英国リーズ大学（現地）にて短期留学を実施したため、「ウ 短期留学の代替プログラム」は実施しておりません。
これまでの実施内容については、以下の大阪府国際課SNSを参照ください。
https://www.pref.osaka.lg.jp/kanko/osakaglobalfb/index.html

	４
	昨今の物価上昇や円安を鑑みて、個人負担額の増額（22万円以上に設定）は可能か。

	個人負担金の増額はできません。

	5
	リーズ大学への短期留学日程が指定されているが、航空機の予約はすでに大阪府で行っているのか。
	大阪府では予約しません。仕様書別紙７ページ3（３）「②渡航・滞在について」に記載のとおり、短期留学に参加する者に係る必要な渡航・交通手段等については、受託者において全て確保します。

	6
	海外進学準備講座を３日以上欠席した場合、原則短期留学に参加できないが、９月以降の海外大学受験講座は受講できるのか。
	仕様書別紙４ページ３（１）③「（イ）講座等の出欠管理」に記載のとおり、大阪府に報告の上、対応を協議ください。


（実践的英語体験活動推進事業）
	
	質問
	回答

	１
	2022年度プログラムの実施スケジュールを教えていただきたい。
	2022年６月９日（木）から2023年３月10日（金）まで実施しております。以下の大阪府国際課ホームページを参照ください。https://www.pref.osaka.lg.jp/kanko/globalex_info/index.html

	２
	2022年度プログラムの実施状況（１レッスンあたりの定員及び実施時間）及び実施形態（対面又はオンライン）を教えていただきたい。
	2022年度は、１レッスンあたり定員40名（最少催行人数10名）で、実施時間は140分（５コース）と390分（１コース）を設定し、対面で実施しております。
以下の大阪府国際課ホームページを参照ください。
https://www.pref.osaka.lg.jp/kanko/globalex_info/index.html

	３
	2022年度のカリキュラムを教えていただきたい。
	2022年度仕様書４ページ８「（４）カリキュラム」に記載のとおり実施しました。
なお、2022年度受託事業者募集にかかる仕様書については、以下の大阪府国際課ホームページを参照ください。
https://www.pref.osaka.lg.jp/kanko/proposal22/index.html
今年度の事業内容については、以下の大阪府国際課ホームページを参照ください。
https://www.pref.osaka.lg.jp/kanko/globalex_info/index.html

	4
	プログラムの実施については、一部もしくは全部をオンライン講座とすることは可能か。
	可能ですが、仕様書２ページ６「（２）プログラムの実施」に記載の内容を満たすよう運営してください。

	5
	１レッスンによる参加定員の規定（参加人数の範囲）あるか。
	１レッスンの参加人数の範囲に制限はありませんが、仕様書２ページ６「（２）プログラムの実施」に記載の内容を満たすように設定してください。

	6
	プログラムの開催日設定の下限について、例えば、参加定員2,000名を満たせば、年10回の開催でも可能か。
	開催日の下限はありませんが、開講スケジュールについては、仕様書４ページ８（２）「②グローバル体験プログラムの開講スケジュール」のとおり、提案を求めます。

	7
	2022年度の事業をホームページで確認したが、修了証書の発行は必須か。大阪府が発行したのか。
	必須ではありません。大阪府は発行しません。

	8
	申込後の欠席者や当日欠席者は参加生徒の人数にカウントされるのか。
	申込後の欠席者や当日欠席者は参加人数にカウントしません。
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